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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成20年9月11日(2008.9.11)

【公表番号】特表2004-508263(P2004-508263A)
【公表日】平成16年3月18日(2004.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2004-011
【出願番号】特願2002-525041(P2002-525041)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  49/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ  49/08    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月16日(2008.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　平均粒度（３３０００倍の透過電子顕微鏡写真により測定）０.１～
０.３μｍ、比表面積６～９ｍ２／ｇ、保磁力（５０００ Ｏｅ＝３９７.９ＫＡ／ｍの磁
場強度で測定）８０～１１０ Ｏｅ（６.３６６～８.７５４ＫＡ／ｍ）、残留磁化１３～
２０ｎＴｍ３／ｇ、ｐＨ７～１０および嵩密度０.６～０.９ｇ／ｃｍ３を有し、立方晶癖
を有するケイ素低含量のマグネタイトを製造する方法において、
ａ.　アルカリ成分を水溶液の形で保護ガス下に予め装入し、
ｂ.　沈殿温度６５～８５℃、有利に７０～８０℃に加熱し、
ｃ.　Ｆｅ－濃度、Ｆｅ５５～１０５ｇ／ｌ、有利に７１～９７ｇ／ｌおよびＦｅ－ＩＩ
Ｉ含量、Ｆｅ－ＩＩＩ０.２～１.５モル％、有利に０.５～１.０モル％を有する鉄－ＩＩ
－成分をＮａＯＨモルあたり０.２５～１.５モルＦｅ／ｈの速度で、沈殿温度で測定した
懸濁液のｐＨ値が８.０～９.７、有利に８.５～９.５になるまで添加し、かつ
ｄ.　懸濁液の酸化を酸化剤を用いて、速度Ｆｅ－ＩＩ／ｈ７～２５モル％、有利に１１
～２３モル％で、Ｆｅ－ＩＩＩ含量、Ｆｅ－ＩＩＩ６５～７５モル％まで実施する、
ことを特徴とする、ケイ素低含量のマグネタイトの製法。
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